
I.次の語句を簡単に説明せよ｡

(1)熱力学第一法則､ (2)熱力学第二法則､ (3)熱力学第三法則

(4)ルシャトリエの原理､ (5)タラウジウスークラペイロンの式

Ⅱ. (1)以下のMaxwellの関係式を導け｡

取ニー亀,軌我,艶歌,軌-偲
･2)敬-噂r-pk証明せよo

(3) nモルの理想気体を温度Tで体積獅ゝらVfまで等温可逆膨張させた場合の内

部エネルギー変化AU,エンタルピー変化A軌エントロピー変化AS､ギブズェネ

ルギ-変化dGを求めよ｡

(4) 〝モルのフアンデルワ-ルスの状態方程式(p ･%)(V -nb)= nRTに従う気体を

考えるo温度Tで体積viからVfまで等温可逆膨張する場合の内部エネルギー

変化A玖熱量q､仕事W､エントロピー変化ASを求めよo

(5)理想気体を断熱可逆膨張させた場合､ 7y㌣l =一定が成り立っことを示せo但し､

鳶とするo
I 1一一-→3-1L-　　　　　､ 1　　　-　-. -■■-　　一一■■■■-I-_._-._I-__._､

I ---L-帆-■■■--I-一一一-■■一一一一一

In由下の問いに答えよo但し､ H20(A), H20(I)の標準生成エンタルピーはそれぞれ番頭糟欝
t･ -211･8, -28′5･8 kJmo1-1であるoまた､ H2(g), 02(g), H20(g), H20(I)の標準エントRT

ピーはそれぞれ130.6, 205.0, 188.7, 69.9 JK-lmorl､定庄卓ル熱容量は28.8,

29.4, 33.6, 75.3 JK-1m.Drlであるo

(1) 100℃に斜する水の蒸発熱を求めよo但し､定圧モル熱容量は温度に関係なく一

定と仮定せよ｡

(2)沸点100℃における永の蒸発に伴うギブズェネルギ-変化dG､エントロピー変化

ASを求めよo

(3) H20(I)の標準生成ギブズェネルギ-AG､標準生成エントロピー変化ASを求めよo

(4) H20(g)とH20(1)の標準生成ギブズェネルギ-の差がx kJmorlであるとする.

25℃における水の蒸気圧を求めよ｡

Ⅳ温度T,全圧PのもとH20(g)を解離させH20(g) 辛 H2(g) + 1/2 02(g)が平衡に至

った時､ H20(g)の解離度がαであるとするo標準平衡定数Kおよび標準ギブズェ

ネルギ-変化AGoをαを使って表せ｡

注意:以下のことを怠った二場合･には､不正行鞄として取り扱われることがある｡

試験中は､本人確認のため､常に学生証を机の上に置いて受験すること=

机の上には､学生証の他､筆記田臭､時計､教員から特に認められた-勿以外は置かないこと｡
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